拝啓　陽春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて私儀、

このたび○月○日をもちまして、二十八年間おりました株式会社○○○○を定年退職いたしました。

在職中なんとか職務を全うできましたのも、ひとえに皆様方の温かいご指導とご支援の賜物と深く感謝しております。

今後につきましては、長年の夢であった農作業をしながらの晴耕雨読の暮らしを実現するべく、故郷に帰って新たな生活を始めるつもりでおります。

皆様方にはこれからもご厚誼のほどお願い申し上げます。
本来なら、直接お目にかかってご挨拶申し上げるところですが、まずは略儀ながら書中をもってご挨拶申し上げます。

敬具
